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1 緋力 |ミi=(介護従事者の職業備理 )11感 1"平繰 (感新 の定義
/介護サービスにおける感染予防

'」

策′■感染症発生時の対応/・

食中毒と予防策)|:跳↓湯苺0封馬 (人命に関わる緊急事態ヘ

の対応/・ 事故・トラブル・苦惰への対応/非常餐害時の対応 )

|1継メ.1■ 幾1(介襲従事者としての個人情報保護 )||■ は父■|“

始Jとめ砕1■壺まヽ ヤー (第一Fp象 の■要1■/電話5対′重業違い
/名

刺交換/利用者宅訪問時のマナー)

|1管理者の役書|(介護保険抱定事劫

“

こおりる管理者の資務/
管理者に求められる能力 )●膏護イぶ饉制度麒 (行政指導・盤査/
介護サービス情報の公表/・重要事項の説明と契ll1/″ 書類管理ィ/

申請管理)|リスク管理 (リ スク管理の基本知識//予防対策
/

発生日,対策ィ/介譲事故の主な種類と原因)|■韓管理 (労務管

理の定義′雇用の始めから終りまで/安全情i生管理・イ職場にお
|プ る八ラスメント)

`■

■11111■ ■111■ |:

||十二1=|● |■■ (介護保険とは、″́介護保険のサービス′・記録
の整備と保管)|■手●■111:|■ |=)||■ :(高齢者虐待防止の

理解 ./身体拘束の理解 )

111■
'キ

=・

,':′ |ヽ|■ |

|IF11,|■ ■●I11■ (訪間介護の指定基準,シ
・介護予防訪PD5介護の

指定基準/リ ービス提供責任者の黄務).■
'''111｀

0(誌間介
護の流れ/予約訪問介護の流れ)||=1111111(ア セスメントに
ついて′・ 訪間介護計画について/・ モニタリングにつt/Aて ン́・区分
解釈について )

くスキlL/ア ツプ耐修 1)

=着
襲保鏡制度 1(介護保険とは/介護保険のサービス/彼録

の整備と保管)i憔織者艦待防止 |こ ついて (高齢者虐待防止法
の理解/身体拘束の理解 )

(スキルアッツ鷺修 2》

11介譲供演議じ度I(通所介護の指定基準/介護予防通所介護の

指定基準 )●織 務の流it(通所介護の業務の流れイ介護予防通

所介護の流れ/加算サービス)|:業務理解 (アセスメントにつ

いて・′通所介護計画書について
`/モ

ニタリングについて )

(スキllアップ驀鰊 |           '
II介謹修続制脚  (介護保険とは′●介護保険のサービス/記録
の整備と保管)● 高齢者虐紺鱗上につ01■

“

齢者虐行防止法
の理解/身体1句束の理解 )

《スキルアップ研修2)
■介護保壌制度Ⅱ(居宅介護支援の指定基準,「介護支援専円員
の役割 )■ 業務の流れ (介護絡付の流れ/予防給付の流れ/実
績から給付管理業務まで .′上乗せサービスと横だしサービスの

理解)'1業務理解 (社会資源についてグ医療機関との連携 /住

環境整備について )

本申込方法 在宅協版cラ ーニングは、正会員専用の研1'サ イトとなります:この機会に是非正会員にご登録ください。本申込は協会ホームベージ

から所定の用紙をダウンロード、必要事項を記入の上、法人単位でお申し込みいただきま魂 受誘契約締結後、受講開始となりま,平成量2年鷲O月間
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ろん、こ利用者様の溝足度
の∪Pに も繋がる

｀
研修“

を在宅協がパックアッフし

ます。

厚生労働饉 介護職員処遇

改善交付金 1のキャリアバ

ス 定量用件の対象の研

修、特定事業所加算の要件
にも個別の研修言1画とし

て利用できます″
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C-1 在宅介護サービス業における介護職のキヤリアアップに対応した教育テーマと人材育成の施策例 <マネジメント志向>

職

層
ル

鉾 1

イリ殴と

の対芯
鯰

経験年

数目安
期待基準 主要な教育テーマ

ノに材南裁の施策

納 硼 修 ○」T、 Ml｀、自己聯 資格・免許 。講習等

管

理

職

6 部P日責任者 割張 級

54千

以上

・部門責任者として、サービス全体の運営

方,1および目標の設定を行い、その実現に

向けて統括する

部門責任者に求められるマネジメント業務を習得す

る

リーダーシップの展開

総谷釣判断力や課題形成力・課題解決力を高める

戦略策定、実践力の展開

◆部門責■者研修 (新任・現0
・共通項目 経営管理、運営管理、

靭各策0
・専門的項目 (サービス管理、地域

包括ケア)

チャレンジングな目標設定と実践

検証 (財務、業務、人材育成、顧

客満足、自己啓発等)、

部F可劃壬桧 議

人事考課面接、日標管理面接

外部研修参加

異業種交流

○経営管理力、マネジメン ト

カ、戦略思考等を高めるため

の研修・言溜

○人材マネジメント・指導・育

成力を高める研修・講習

○専門技能・知識を高める資

格・講習等

・介護支援専門員

・社会福祉士

・認知症介護実践 リーダ司研修

・認知症対応型サービス事業管

鰤 多

・認知症介護実践研修

・器界中鰭麟讐計 ム
～
レヾ―

・難病患者等ホーム
～
レヾ ―

・ガイ ドヘノレ 二ヾ

・福祉住環境コーディネーター

・福祉用具嘲門相談員

・福祉レクリ,ションワ動―

・精神保健福祉士

・TP指導者
。

た し 会 ネ 冨 ネ雌

・′澪コ雪冨ネ止」
=

・―/″ -ヾ1級
・

介 護 職 員 基 礎 研 修

・へ/レ -ヾ2級 (必豹

複数サービ

ス、複数事業

所の責任者

脚

複数サービス、または複数事業所の責任

者として、全体の運営方金1および目標の設

定を行い、その実現に向けて統括する

複数サービス、複数事業所の責任者に求められるマ

ネジメント業務を習得する

リーダーシンプの展開

総合的判1断力や課題形成力・課題解決力を高める

戦略的発想を身につける

地域福祉の推進役としての力量を高める

◆複数事力所責任者研修 (新■・■

0
・共通項目 (複数事業所ヤネジメン

ト)

・専門的項目 (事業所運営管理、サ

ービス管理、地域包括ケア、ス

ーパービジョン)

チャレンジングな目標設定と実晩

検証 蹴務、業務、人材奇裁、顧

客満足、自己啓発等)、

管理者会議

人事考課面接、日標管理面接

外部研修参加

異業種交流

一
般

職

4
単一サービス

の責任者
係長級

単一サービスの■l■者として、運営方fi

および目標の設定を行い、その実現に向

けて業務全体を統括する

管理者に求められるマネジメント業務を習得する

事業運営・管理の知識・技術を習得する

チームマネジメント、リーダーシップ、部下指導カ

人材育成力を一層高める

チームケア・連携の知識・技術を学ぶ

サービス管理力を一層高める

◆管理都明惨 鰤任 列つ
。共通項目 停 業所ヤネジメン ト、

リーダーシップ、コーチング、

間勧 聡0
・専門的項目 (チームケア・連拡

事業運営管JIF_l

チャレンジングな目標設定と実践

検.T財務、業務、人材旬成、顧

客満足、自己啓発等)、

管理者会議

人事考課面接、日標管理面接

外部研修勿 l―の支援

3

チームリーダ
ーー

(サ
ーヒ・ス瀬きツt

コ■者等)

主任級
34「

以上

・小規模グループやチームのリーダーとし

て、管理者を補佐し、サービスの品質管理、

スタッフの指導、業務の企画・立案、業務

改善等を行う

ガ規模グループのリーダーに求められるマネジメン

ト業務を習得する

チームマネジメント、 リーダーシップ、部下指導、

人は育成の基本を身につける

サービスの質の向上や業務の改善力、問題解決力を

高める

専門性を深化・拡大させる

◆チームリーダ‐硼顔新任・列つ
・共通項目 け―ムマネジメント、

人材育成、コーチング、リスク

管つ
・専門的項目 帖用的な介護技術・

知識、サービス別リーダー業務)

職務経験の中での実瞼 検証

カンファレンス、事例検討

定例会、事業所内勉強会

チームリーダー会議

人事考課面接、日標管理面接

資格取得支援

外部研修会、発表会への参加

改善提案制度への参加

2
ケアスタンフ

中級

一般

2～3年

不鍍

基礎的な実務知識(技能を応用し、比較

的場 。度の高いケースにも対応する

決められた内容のサービスや業務を、手

際良く効率的 こ実施する

利用者のニーズや、状況の変化に適切に

対応する

実践的な介護技術 知識を習得する

現場における状況判1断力を高める

専門性をより深める

改善提案力を高める

◆列雛 剛 参

・共通項目 (チームヮーク、コミュ

ニケーション)

・専門的項目 (実践的な介護技術・

,am

卿 載員による計画的○」T
カンファレンス、事例検討

定例会、事業所内勉強会

人事考課面接、日標管理面接

○」Tリ ーダーの体験

資格取得支援

外部研修会、発表会への参加

改善提期 ,」度への参加

1

ケアスタッフ

椒

1年未満

戯

基礎的な実務知識、技能を有し、比較的

難易度の高くないケースを担当する

決められた内容のサービスや業務を、決

められた羽煩で実施する

スムーズな職場迦芯を図る

社会人 組織人としての自党を養う

初期の不安や悩みをフォローする

基本的な制度・サービスを理解する

基本的な介護技術・知識を習得する

専F弓性の基礎作りを行う

サービス実践力を高める

◆新人研修 い社時・フォロー)

・麺 項目 組織の理念・ル′―ル、

職業倫理、コンプライアンス)

・専門的項目 lFl」 度・サービスの理

解、基内的な介護技術・知識

・その他 (不安や悩みの共有化)

○」Tリ ーダーによる個別鮨導

カンファレンス、事例検討

自列会、事業所内勉弦会

人事考課面接、目標管理面接

資格取得支援

参考図書・課題図書の紹介



C-2 在宅介護サービス業における介護職のキャリアアップに対応した教育テーマと人材育成の施策 (例)<熟練志向・教育志向>

l

】
I

職

層

レ

ベ

ル

4'と ,FJ

役殴との対応
賃金

隣

数目安
期待基準 主要な教育テーマ

人材育成の施策

常勤 非常勤 櫛 珈 疹 o J T. M',r. E1WS€+ 資格・免許・講習等

一
般

職

ケアスーハ

ーバイザー

イ;7:Jttiり

`ら

k

劃 支

54手

以上

・ケアスタッフの教育・指導専門職として、ケ

アのスニパーバィズ、同イ予訪間によるスキル

指導やO」 Tt砒 都薇 カウンセリング等

を行う

・ケアスーパーバイザーに求められるチームマネジ

メント、リーダーシップ、部下指導、人材育成の

基本を身につける

・サービスの質の向上や業務の改善力、問題解決力

を高める
。専門性を測ヒ・拡大させる

サービス運営・管理の全内象を把握する

◆指導者研修

・共通項目 (リ スク管理、問題解

決、コこチング)

・専F弓的項目 (ケアスニパービジ

ョン、サービス運営・管鋤

カンファレンス、事例検討

定例会、勉強会

人事考課面接、日標管理面接

外部研修、発表会への参加支援

○人材マネジメント・指導・育

成力を高める研修・講習

○専門技能・知識を高める資

格・諦習等

・介護支援専門員

・社会福祉士

・認知症介護実践リーダー研修

・認知症対芯型サービス事業管

m参
・訂鍛1症介護実師 修

・米青ネ中1章導手称 ―ム゙ )
・ヽ―

。す駒力護者等杵ムNレ、・―

・ガイ ;ヽレ ―ヾ

・福祉住環境コ‐ディネーター

・福祉用具専門相談員

・福祉″り,ションフ勁―

・精神保健福祉士

・IIP推藝亭者

・社会福祉主事

・介護福祉士

・ヘノ″く~1級

・介護識員基礎研修

・^vレく-2級 (之凋

J卸

ケアスタッ

フ蜘

3～5年

以上

幅広い実務知識と経験を有し、難易度が極め

て高いケースにも対芯する

事業開こおいて、チームリーダーの補は 新

人や雛 の指導、訪間介毒鯖栖 や■成。改議

案などにも対応する

緊急時の知芯を適切にイテう

・制度上の要請等から質を確保する必要性の高いテ

ーマにっいての専門技術・知識の習得

・サービスの質の向上や業務の改善力、問題解決力

を高める

◆熟練者向け研修

・共通項目 (リ スク管9
・専門的項目 (認知症ケア、介護

予防・維持期リハビリ、医療ニ

ーズのある人へのケア、住環

lin・ 生活環境・福祉用具、障害

者に対するケア等)

職務経験の中での実践、検証

カンファレンス、割ラ1検討

定例会、事業所内勉強会

人事考課面接、日標管理面接

資格取得支援

外部研修会、発表会への参加雄

改善提案制度への参加

2
ケアスタッ

フ中級

2～3年

麒

基礎的な実務知識、技能を応用し、上ヒ較的難

易度の高いケースにも却芯する

決められた内容のサービスや業務を、調際良

く効率的に実施り
~る

利用者のニーズや、状況の変化に適切に対応

する

「実践的な介護技術・知識を習得する

・現場における状況判断力を高める

・専門性をより深める

改善提案力を高める

◆列手扮護醐 膠

・共通項目 (チ‐ムワーク、コミ

ュニケーション)

・専門的項目 (実践的な介護技術・

知識、ケアプラン・ケアマネジ

メント)

先輩職員による計画的○」T
カンファレンス、事例検討

定例会、事枷 勉強会

人事考課面接、日標管理面接

○」Tリ ーダ=の体験

資格取得支援

外部研修会、発表会への参カロ支援

改善提案制度への参加

l

ケアスタッ

フウ蔽

1年末

敵

・基曲釣な実務知識、技能を有し、比較的難易

度の高くないケースを担当する

・決められた内容のサービスや業務を、決めら

れた羽1瞑で実施する

スムーズな
'麟

易固芯を図る

社会人・組織人としての自覚を養う

初期の不安や悩みをフォローする

基本的な制度・サービスを理解する

基本的な介護節 知ヽ識を習得する

専門性の基礎作りを行う

サービス実践力を高める

◆新人研修 (入御寺・フォローl

・共通項目 網織の理念・ルール、

職業倫理、コンプライアンス)

・専FЧ的項目 (制度・サービスの

理解、脚 な介韻都称子・力鋤
・その他 (不安や悩みの共有化)

○」Tリ ーダーによる個男1脂導

カンファレンス(事例検討

定例会、事業所内勉強会

人事考課面接、日標管理面接

資格取得支援

参考図書・課題図書の紹介




